大阪あんしん賃貸支援事業の居住支援に関する合意書
　　　　市（以下「甲」という。）と　　　　　　　　　　　　　　　　　（以下「乙」という。）とは、大阪あんしん賃貸支援事業実施要領（以下「要領」という。）に基づき、乙が居住支援団体として大阪府に登録するにあたり、次のとおり合意書を締結する。
（目的）
第１条　本合意書は、乙が大阪あんしん賃貸支援事業を利用する事業対象者及びあんしん賃貸住宅の賃貸人に必要な支援を行うことにより、双方の不安を軽減し、事業対象者の円滑入居と安定した賃貸借関係の確保に資することを目的とする。
（支援団体の責務）
第２条　要領第２３条に規定する乙が行う支援内容は別表のとおりとする。ただし、乙が支援を行えるのは、支援を受けようとする事業対象者又は賃貸人等から支援に必要な事業対象者の情報が提供され、かつ、乙が必要な支援を実施することが可能と判断したとき、又は甲が乙に支援を依頼したときに限る。
２　乙は、前項の支援のほか、要領第２９条第２項及び第３項に規定する業務を行うこととする。
（市の責務）
第３条　甲は、乙が行う支援事業に協力するとともに、必要な情報提供を行うものとする。
（個人情報等の保護）
第４条　乙は、支援の実施によって知り得た秘密を漏らし、又は自己の利益のために使用してはならない。
２　乙は、支援を実施するうえで、事業対象者の個人情報を用いる場合は、当該事業対象者の同意を、事業対象者の家族の個人情報を用いる場合は当該事業対象者の家族の同意を、あらかじめ文書により得ておかなければならない。
（合意書の変更及び解除）
第５条　甲及び乙は、両者の合意により本合意書の解除又は合意事項の変更を行うことができる。
２　乙が要領第３０条第１項又は第２項第２号に該当した場合、甲は、本合意書を解除することとする。
（合意書に定めのない事項）
第６条　この合意書に定めのない事項等が生じた場合又はこの合意書の解釈に疑義が生じた場合には、必要に応じて甲乙協議の上、定めるものとする。
　この合意書の締結を証するため、本書２通を作成し、甲乙記名押印のうえ、各１通を保有する。
　平成　　年　　月　　日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　甲
　　　　　　　　　　　　　　　　　　乙
